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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、公共空間における子どもの犯罪被害防止の取り組みを客観的データに基づ
いて進める手法を実用化し、現場の人々のもとへ届けることである。これを実現するために、先行研究で開発した子ど
もの被害防止ツールキットを発展させ、子どもの日常生活空間のなかの危険個所などを調査する実証実験を行い、その
可用性・有効性・実用化に向けた課題を明らかにした。
本研究の成果は、文部科学省の「防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業」や、全国防犯協会連合会の「次
世代防犯ボランティア育成プログラム」などの事業に取り入れられ、子どもの被害防止の取り組みの現場に、科学的で
持続可能な新たな手法とツールを提供した。

研究成果の概要（英文）：This study aims at putting the measures of preventing childhood victimization in 
public places based on objective data into practical use. For this purpose, we made improvements on our 
childhood victimization prevention toolkits developed in our previous study, carried out proving tests of 
these toolkits in the context of neighborhood watch activities, and examined their usability, efficacy, 
and conditions for practical use.
The products of this study were implemented into such projects as “the Comprehensive Support Project for 
Practical Safety Education” by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, and 
the “Program for Cultivating Next-generation Crime Prevention Volunteer Leaders” by the Japan Crime 
Prevention Association, hereby provided the practitioners of childhood victimization prevention with 
scientific and sustainable new methods and tools.

研究分野：犯罪社会学
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１．研究開始当初の背景 

(1) わが国における子どもの被害防止の取
り組みは、子ども自身の自己防衛能力の涵養
を謳った教育的プログラムや、学校内・通学
路など限られた空間の見守り活動が中心で、
子どもの日常生活空間のなかの危険な状況
を客観的に把握し、事実を踏まえた対策に結
び付ける試みは少なかった。 
 
(2) 子どもの安全を守る取り組みは、長期に
わたって持続しなければ意味がない。一方、
学術研究は、一定の期間が過ぎれば終了し、
経費も人手も断絶するのが通例である。手弁
当で活動に取り組むボランティア組織など
に研究成果を還元しようとする場合、研究期
間の終了とともに成果物の運用が止まるの
では、当事者にとっては「ハシゴ外し」にな
りかねない。 
 
(3) 学術的な研究開発とその成果の実用化
との間には、「死の谷」とも呼ばれる深い溝
がある。ことに、子どもを事故や事件から守
る取り組みは、その主役が PTA や自治会など
のボランティアであるため、受益者負担によ
る事業化になじまず、研究成果を現場へ返す
ことがきわめて困難だった。 
 

２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、公共空間における子ど
もの犯罪被害防止の取り組みを客観的デー
タに基づいて進める手法を実用化し、現場の
人々のもとへ届けることである。 

 

(2) この目的の達成のため、申請者らが先行
研究で開発した子どもの被害防止ツールキ
ットを発展させ、子どもの日常生活空間のな
かの危険個所などを調査する実証実験を行
い、その可用性・有効性・実用化の要件を明
らかにすることを課題とした。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究は、犯罪学・教育学グループ（原
田・齊藤）と疫学・空間情報科学グループ（雨
宮・今井・冨尾）の２グループを基礎に、両
者の密な連携のもとで、以下の３課題に取り
組むことによって実施した。 
 ①「ツールキットの可用性の検討」につい
ては、犯罪学・教育学グループにより、小学
生の被害防止活動の現場での試験運用によ
り、可用性を高める条件を参与観察的手法で
解明する。 
 ②「ツールキットの有効性の検討」につい
ては、疫学・空間情報科学グループを中心に
GIS によるデータ統合・可視化の手法を検討
し、犯罪学・教育学グループがその効果を評
価する。 
 ③「実用化に向けた課題と解決策の解明」
については、両グループ合同で、運用コスト、
利用者支援、行政・民間事業者との連携など、
実用化に向けた課題と解決策を解明する。 

 
４．研究成果 
(1) 平成 25 年度に、小学生の被害防止を目
的として地域の危険個所を点検する活動の
現場などでのツールキットのプロトタイプ
の試験運用の結果を踏まえ、とくに使用者か
らの要望の強かった、GPS データの直接読み
込み・写真の撮影地点の自動判定機能を新た
に実装したツールキットの第２バージョン
を作製し、平成 25年 10 月に公開した。また、
準天頂衛星初号機「みちびき」を用いた社会
実証実験を平成 26 年 3 月に実施し、本研究
のツールキットを、今後、準天頂測位衛星シ
ステムに対応させるための準備作業に着手
した。 
 
(2) 平成 26 年度には、被害防止ツールキッ
トの試験運用をさらに進め、そこから得られ
た知見に基づいて、①専用のプログラムによ
るインストールの支援、②32-bit・64-bit 両
方の環境への対応、③Windows8.1 への対応、
④サンプルデータの提供などの機能強化を
行った改良版（バージョン 2.1.3）を、平成
26 年 6月に公開するとともに、さらに実用性
を高めた次期バージョンの開発にも着手し
た。この実用バージョン（バージョン３）を、
平成 28 年夏を目途に公開予定である。 
 
(3) 平成 27 年度には、初年度・第２年度に
実施した調査・分析およびシステム開発の結
果を踏まえ、実用化に向けた課題と解決策の
解明を行った。とくに、文部科学省の「防災
教育を中心とした実践的安全教育総合支援
事業」および全国防犯協会連合会の「次世代
防犯ボランティア育成プログラム」の事業の
なかでの試験運用を通じて、ツールキットの
運用コスト、利用者支援のしくみ、地域行
政・民間事業者との連携手法などについて検
討し、実用化に向けた課題を明らかにした。
あわせて、本ツールキットを準天頂システム
対応とするための要件についての検討をさ
らに進め、その結果に基づいて「高精度衛星
測位サービス利用促進協議会」の場などで提
言を行った。 
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